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はじめに

近畿・東海地域の鮮新・更新統では，多くの層準か

ら晴乳類化石が産出している.中でも長鼻類化石は産

出する種類数ならびに個体数が多く，シカ類化石がそ

れにつく¥第1表には，これまで東海層群から知られ

ている晴乳類化石をあげた.表から明らかなように，

知多市佐布里産のシカ類化石をのぞき，他はすべて伊

勢湾より西の奄芸層群から産出している.

近畿・東海地域では，早くから火山灰層序に基づく

層序学的研究が進んで、いたため，日本の他地域に先駆

けて，長鼻類化石による生層序区分がなされてきた(市

原・亀井， 1970など).奄芸層群産のものについては，

角田 (1958，1982)により分布がまとめられている.そ

の後，樽野・亀井(1993)は層序学的，古生物学的デー

タを整理し，分帯についての新たな提案を行った.

近年，多くの広域テフラが発見されたことによって，

日本列島の上部更新統だけでなく，中・下部更新統か

ら鮮新統に至るまでの地層も，高精度で対比されるよ

うになっている.第l図は里口ほか (1999)によって総

括されたテフラ対比案に基づき，古地磁気層序を加味

して，長鼻類の臼歯化石の産出層準を示したもの(樽野，

1999)の一部である.

本報では，この図に示されている種類の中で，奄芸

層群から産出しているシンシュウゾウとアケボノゾウ

の産出層準を中心に述べる.

なお，この内容は第114固化石研究会シンポジウム「東

海湖 研究の現状J(2000年5月21日)において発表したも

のである.

シンシュウゾウ

シンシュウゾウは，大型のステゴドンのl種であり，

中国のヅダンスキーゾウと近縁とされている.日本で

は仙台より南の地域で，鮮新世初期から鮮新世半ばま

での地層から産出する.東海層群での産出層準は大谷

池火山灰層の50m下位から野村火山灰層の40m上位ま

での層準である(吉田， 1987). 第l図ではシンシユウ

ゾウの産出上限をギルパート・クロンの最上部に位置

づけている.しかし，中山・ 吉川(1990)によれば野村

火山灰はギルパート・クロンの最上部とされているの

で，東海層群におけるシンシュウゾウの産出上限は，

ガウス・クロンの最下部に含まれる可能性もある.さ

らに中山 ・吉川(1990)によれば，大谷池火山灰層はコ

チチ ・サブクロンに含まれるとされるので，シンシュ

ウゾウの産出下限はコチチ・サブクロンに含まれるか，

それよりやや下位である.

森 (1995)が古野町から報告した大腿骨などの骨化石

は，ガウス・クロンの上部から産出している.この層

準は，これまで日本から知られている他のシンシュウ

ゾウの産出層準よりも上位である.また樽野 ・亀井

(1993 )がアケボノゾウ類似種としたものの産出層準よ

りは，下位から産出している.本標本をシンシュウゾ

ウであろうとする同定は暫定的なものである.

アケボノゾウ

アケボノゾウはシンシュウゾウを干且先干重とし，アケ

ボノゾウ類似種を経て，日本列島で固有化したと考え

られる，小型で、高歯冠の臼歯を持つステゴドンである.

分布は東北地方南部から九州におよび，日本産のステ

ゴドン属の中では最も多産する.東海層群では大部分
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第1表. 東海層群産時乳類化石.

①産出地点 ②産出層位 ③産出部位 ④記載あるいは産出報告のある文献 ①④の文献で報告された時の学名.

シンシュウゾウ Stegodon shinshuensis (Sawamura et aI.) 

l.①三重県安芸郡芸濃町楠原(林町明小学校の北) ②東海層群亀山累層下部，大谷池火山灰層の50m下位

③3M，下顎骨 ④松本 (1924) ⑤Stegodon clifti 

2.①三重県亀山市野村町黒谷 ②東海層群亀山累層， 野村火山灰層層準 ③M3 ④Makiyama (1938) ⑤ 

Stegodon cf. elephantoides 

3.①三重県河芸郡河芸町北黒田の北西 lkm，長池の北 ②東海層群亀山累層下部，野村火山灰層の40m上位

③3M3， 3M3'上顎骨，下顎骨 ④角田(1958) ⑤Stegodon cf. elephantoides 

産出層準からシン シュウゾウと推定されるもの

4.①三重県亀山市住山町，椋川河床 ②東海層群亀山累層中部，T3火山灰層の25m下位 ③上顎側切歯

④竹村ほか(1978) ⑤Stegodon cf. elephantoides 

5.①三重県多度町古野 ②東海層群古野累層上部 南谷 l火山灰層と南谷 2火山灰層の問 ③大腿骨など

④森(1995) ⑤Stegodon shinshuensis 

6.①三重県亀山市両尾町河内 ②東海層群亀山累層 ③寛骨片 ④なし ⑤なし

アケボノゾウ Stegodon aurorae (Matsumoto) 

7.①三重県員弁郡員弁町笠田，笠田大池の西100m ②東海層群大泉累層下部，其原火山灰層の直上 ③2M 

または3M ④松井(1943) ⑤Stegodon cf. akashiensis 

8.①三重県員弁郡藤原町上之山田，小野田セメント粘土採掘場 ②東海層群大泉累層上部，米野皿火山灰

層直下 ③2M2' 3M3'上顎側切歯，右大腿骨など④角田 (1958) ⑤Parastegodon akashiensis 

9.①三重県鈴鹿市山辺町 ②泊層 ③臼歯 ④角田(1958) ⑤Parastegodon sp 

10.①岐阜県養老郡上石津町上多良の南方 ②東海層群大泉累層上部，スシロ谷火山灰層の50m上位 ③M3 

④樽野・吉田(1987) ⑤Stegodon akashiensis 

産出層準からアケボノゾウと推定されるもの

11.①三重県員弁郡藤原町上之山田相場川 ②東海層群大泉累層上部，米野田火山灰層直下 ③上顎側切歯

④角田(1958) ⑤なし

12.①三重県員弁郡藤原町上之山田小町谷 ②東海層群大泉累層上部，米野田火山灰層直下 ③上顎側切歯，

臼歯 ④角田 (1958) ①なし

属・種不明のシカ科 Cervidae gen.巴tsp. indet. 

13.①三重県津市産品 ②東海層群亀山累層，阿漕火山灰層層準 ①不明 ④角田 (1958) ⑤Cervus sp. 

14.①三重県員弁郡北勢町十社，田切川 ②東海層群大泉累層 ③操骨，瞭骨 ④角田(1958) ⑤Cervus sp. 

15.①三重県員弁郡藤原町上之山田小町谷 ②東海層群大泉累層上部，米野田火山灰層直下 ③左下顎骨

④角田(1958) ①Cervus sp. 

16.①愛知県知多市佐布里 ②東海層群布土累層上部， 佐布里火山灰層層準 ③上顎臼歯 ④伊藤 (1983) 

⑤なし
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第1図.日本の鮮新統ならびに中部 下部更新統から産出した長鼻類の臼歯化石の層準.

・:シンシユウゾウ;企:アケボノゾウ類似種.....アケボノゾウ;・:ムカシマンモス;・:トウヨウゾウ.

記号に縦線が加えられているものの産出層準は，図に示されている火山灰層との関係が明確で、なく，図の上でわ

ずかに上下する可能性がある.樽野(1999)による.

の標本は北勢地域から産出したものであり，それらの

産出層準は其原火山灰層の直上を下限とし，米野田火

山灰層の直下を上限としている(吉田， 1988). 其原火

山灰層の上位の嘉例川火山灰層は大阪層群の三ツ松火

山灰層の上位に重なる福田火山灰層に対比されている(古

川ほか， 1988). また奄芸層群での産出層準上限より

やや上位に位置する多良火山灰層は，大阪層群におけ

るアケボノゾウの産出上限のイエロー火山灰層より上

位のピンク火山灰層に対比されている(古川ほか，

1988). 東海層群でも大阪層群でも，アケボノゾウの

産出層準の下限はオルドパイ・サブクロンに含まれ，

上限は松山・クロンの上半部でハラミロ・サブクロン

より下位の層準である.

その他

大阪層群・古琵琶湖層群で アケホ、ノゾウより上位
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の地層から産出するムカシマンモス・トウヨウゾウな

らびにナウマンゾウは，奄芸層群はじめ東海層群から

は知られていない.東海層群では，これらの種が産出

する層準の地層がほとんど見られないためであろう.

なお松本(1924)は愛知県西尾市菱池産のParelephas

trogontheriiを報告しているが，この地域に東海層群は

分布しておらず，上部更新統の碧海層が広く分布して

いる.また，同じ菱池からはナウマンゾウも産出して

いる(松本， 1924)ことから，この標本もナウマンゾウ

であった可能性が高い.ただしこのParelephastrogon 

theriiの標本は焼失し残されていないため，確認する

ことはできない.

第1表に示したように，東海層群からはシカ科の化

石も 産出しているが，その数は多くなく，属や種が明

らかにされているものはない.
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